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■昭醐3年度毎日がEj包　¥tyョh恕2­3
1待望の企業進出一森北工業団地=­­・・­　­・5
■輝かしい未来へトライー成人式­­­­6­7
■ふるさとは今「塚原・岩下・長六」­­・­­・一つ1

・毒塁雪空慧シンボルマーク募集­　­日日16
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︒



­表3­ ■特別会計決算
K '.> 歳 入 歳 出 差引残額

国 民 健 康 保 険 ～23億7975万円
i

22億1576万円 1 億6399万円
住宅新築資金等貸付事業 … 2160万円 2090万円 70万円
簡 易 水 道 事 業 … 3720万円 3676万円 44万円
公 共 下 水 . 道 草 、業 5 億2227万円 18億9609万円 △13億7382万円
老 人 保 健 医 ′療 ′19億 997万円 19億 814万円 183万円

表4­鵜市税の内訳
踊¥2BJIXA鑑
の角地析

総　　額　　　　20億4010万9千円　　　　71 ,709円

市　　民　　税
LA] *　茸産純
詛?. (i　れ卓　税
たばこ消費税
電　　気　　税
入　　湯　　税
imimma　闇
特別土地保有税

8億1300万5千円
9億3897万円

28,577円
33 , 004PJ

3432万円　　　　　　　1 , 206円
1億2927万1千円　　　　　4,544円

9578万3千円　　　　　3,367円
2688万円　　　　　　　　　945円
125万2千円　　　　　　　　44円

62万8千円　　　　　　　22円
1人あたりの会名融ま平成元年3月末日現在の
U隻ESJE胃37JWl巳IBIftlESSW

依存財源­・一国・県の意思により定められた額を交
付されたり、割り当てられたりする収入をいう。
地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方譲与
税、地方債が含まれる。

自主財源‥:一地方公共団体が自主的に収入しうる財
源をいい、地方税(市税)、分担金および負担

金、財産収入等が含まれる。
地方債(市債) ­­・地方公共団体が資金調達のために

負担する債務(借入金)であって、その返済が­
会計年度を超えて行われるものをいい、市の場
合は市債という。

公債費­­市が借り入れた地方債の元利償還金およ
び一時借入金の利子の合計額をいうd

・児童生徒の各種検診
・小、中学校環境の整備
・パソコンを配置(37台)
・チビっ子議会、外国人嘱託員
・自主文化事業(15回実施)
・市民体育祭
・ふれあいの館(水源支館)

決算が

一表2­ ■歳出83億7997万円

諸　支　出　金

公　債　費

災害復旧費

戟　　　　・i'V

,1i r1  ll

土　木　費

冠　nvi.

農林水産業費

衛　生　費

民　生　費

総　務　費

議　会　費

●　　●

●　　●

・市道舗装14件、原材料支給
・道路改良15件
・戸豊水大柿線などの整備
・戸城橋などの新設改良
・上町線などの修景緑化
・テニスコート、遊具施設
・市営住宅建設(青光寺団地)

・春祭り、夏祭り
・永年勤続表彰
・観光宣伝

・現年度災(市道66件ほか)
・農業用施設災(農道など24件)
・林業施設(林道5件)

・農地の流動化
・菊池一族ふるさと祭り
・菊地中央農免道負担金
・原材料支給
・農村基盤総合整備事業
・新農業構造改善事業
・林道の開設

(3)

一表,­ ■歳入85億4430万円
利　子　割　交　付　金
娯楽施設利用税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金

I)伯2225/;Pl(]

・福祉団体の助成、特別障
害者手当等支給

・老人クラブ育成
・児童手当の支給

・零歳児医療費や各種健診
・家屋、トイレ等の消毒
・ごみ収集運搬業務

・市制30周年記念式典
・竜門ダム建設の推進
・菊池一族ふるさと祭り
・市勢要覧、映画製作

・出初め式ほか新入団員訓
練、幹部教養訓練

・消防ポンプ積載車6台
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▲森北工業団地への進出協定調印が済んで
固い握手を交す企業の代表と荒木市長㈲ら

(県庁知事応接室で)
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)
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︑
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光
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あなたの声を
市政に./

募集します市政モニター
みなさんの意見や要望などを市政

に反映する「第6期市政モニター」
を募集します。

明日の菊盲也市を創るため、あなた
の声をお聞かせ下さい。
♭市政モニター制度とは

本市の公聴活動のひとつであり、
市民の方々から市政に対する意見
・要望などをお聞きし、市政の発

展に役立てようというものです。
♭応募資格

本市に在住する20歳以上の男女で、
蝣:¥<黒　　　　:・'*: :­>­:弟.脂

設見学会など)に出席いただける
方と怒っています。そのほか、課
題通信や自由通信によりご意見を
お伺いします。

♭任　期　2カ年聞　く平成2年4月
1日～平成4年3月31日)

♭定　員　45人
♭募集締め切り　3月20日まで必着

するように、ハガキまたは電話で
♭申し込み・問い合わせ

〒86ト13　菊池市大字隈府888
菊池市市長公室広報広聴係

(革紗1111内線262)まで。

(5)
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■表1
森北工業団地に計画される各社の規模

会 社 名 J工場建築面積 製 造 品 目 従業員数 操業開始時期 年 間出荷額

森 永乳業
熊本工場 (仮称)

m 加工 食品 人
平成 2 年10月

初年度
4, 300 (デザ 】 ト類) 他 150 4 億 5千万円

4 年度 13億円

㈱ ユ 】 テ ッ ク
1期 2, 744
3期 1, 980
計 4, 724

i 電子部品 の製造

(車載用制御
スイ ッチ類)

1期 50
最終 140

1期
平成 2年 5 月

2 期
平成 3年

3 期
平成 4 年

初 年度
8億 ,600万円

3 年度
21億 ,500万円

アサ ヒ大理石
工業 槻

菊池工場
2, 640

建築、土木 用石

50

1期 初年度
材 および墓石、 平成 3 年 3 月 5億円
記念碑等 の石材 2期 2 年度
製品 平成 3 年 9 月 10億円

教育委員に
松永氏

定例会最終日の20日、教育委員会
委員の任命同意が提案され、教育委
員に松永不器士氏(64)­東正観寺­が
決まりました。この任命は、故迫定
徳前教育委員の死去により、後任が
またれていたものです。

松永氏は、昭和20年菊之池国民学
校に奉職以来、昭和61年Ji崎小学校
長を最後に退職され、現在は市水泳
協会会長として、社会休符の向上な
どのために尽力されています。
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︒
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︒
さ
ら
に
'
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日
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八
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七
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追
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人
事
院
勧
告
に
よ
る

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
っ

て
'

市
職
員
の
給
与
が
改
め
ら
れ
︑

そ
の
人
件
費
関
係
の
補
正
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

・道路維持費
・住宅管理費

教　育　費

2,000　原材料ほか
2,200　公営住宅修繕

992万3千円
・事務局費
・教育振興費
・学校管理費

災害復旧費

3,555　陣内集会所建設ほか

∴二∴∴∴∴~　ー
△481万7千円

・票葺覆漕豊△ 4,817讐・雪空漂助好き復旧費で対応

そ　の　他 689万8千円
Il講　全　額
■商　工　費

176　　　　　消　防　費　　726
735　　　　　予　備　費　5,261

わ
せ
て
ト.

J
J
,　
'

n
ノ
ま
j

う
・
カ

%
と
低
く

の
は
∩
所
施
設
か
あ

そ
の
允
は
‥
十
は
八
六

ま
た
︑
出
生
率
の
低

下
は
今
後
も
続
­
と
予
想
さ
れ
︑

統
廃
合
に
よ
り
保
育
所
運
営
の
適

正
化
を
図
り
ま
す
︒

第4回定例会i

平
成
元
年
度
第
四
回
定
例
市
議
会
は
去
年
︑
十
二
月
十
t

日
か
ら
二
十
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
︒

昭
和
六
十
三
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
(

前
ペ
ー
ジ
参

照
)

を
は
じ
め
へ
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
や
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
十
二
議
案
を
提
案
︒
ま
た
︑
最
終
日
の
二
十
日
に
は
︑
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
や
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
八
議
案
が
追

加
提
案
さ
れ
︑
決
算
関
係
が
「
決
算
特
別
委
員
会
」
に
付
託
さ
れ
た
ほ
か
は
'

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
こ
で
は
︑
今
回
審
議
さ
れ
た
堕
朱
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

一般会計補正の
主な項目と金額

1億6960万5千円の内訳

総　務　費 2億1 896万6千円
・ご「・-vJ',・>…>'t-'

.A¥言、t¥ill,,穐:ミヤ‥一r­v.・企画費2,372ふるさとおこし基金積立金
・減債基金費210,000減債基金積立金

△1814万1千円
・孟響昔　2,623霞岳讐要欝萱警吾
・老人福祉費　18,005　老人保護委託料ほか
・扶　助　費　△40,043　医療扶助費ほか

祉　　　o finつ　国民健1車保険基盤安定のため

衛　生　費 △ 1 386万7千円
・塵芥処理費　△13,397禦誓蒜護慧2年度以降解体

農林水産業費 △ 3396万円
・農業振興費12,179品姦是認転換等落葉果樹費
・畜産業費　△45,803　公社営畜産基地建設事業のとりやめによる委託料の滅ほか

(4)
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民
法
第
三
条
は
「
満
二
十
年
ヲ
以
テ
成
年

ユ
ー
し
て
み
ま
し
た
︒
市
内
の
若
い
人
た
ち

ト
ス
」
と
定
め
て
い
ま
す
︒
二
十
歳
に
な
っ

も
7
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒

た
皆
さ
ん
へ
今
年
は
新
し
い
門
出
の
年
で
す
︒

皿
氏
名
・
地
区
名
・
職
業

成
人
式
は
t 
f

ど
も
か
ら
大
人
へ
の
ス
テ

且
私
の
抱
負

ッ
プ
ア
ッ
プ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

団
菊
池
は
ど
の
よ
う
な
所
で
す
か

こ
れ
か
ら
の
八
丁
­
三
を
串
ん
で
い
く
上
で
'

園
菊
池
に
何
を
望
み
ま
す
か

柑
‥
=
∴
­
­
­
・
"
­ 

'
.
. 

­
­
ト　

一　

︑　

ト
. 

I

(
私
の
ふ
る
さ
と
お
こ
し
)

へB,膏く甜
嶋雌≠輸由鵬蝕鱒癖握一白山■輸■一一j轟­℡一一

矧
暦
業
棚
外
研
墜
∵
メ
リ
・
q

v­.抽­­JIJ 
ち:LZ態総八の­

I
バ
リ　
(

柁
術
的
知
純
一
を

…
一
子
び
'
多
角
総
　
に
努
め
た

7
1
L
J

け
」
­
蝣
蝣
*
・
・
・
︑
仕
∴
­
.
­
*
蝣
一
・
.

r
・
 
'
～
　
　
　
　
　
㌫
*
c
v
-
附

け
る
企
業
誘
強
を
望
む
︒
ま

た
へ
祁
祉
施
設
の
允
炎
も
.

[
胤
川　
上　
小
百
合

中　
片　
団
体
職
員

園
首
在
と
自
覚
を
も
ち
'

あ
い

さ
つ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ

人
間
関
係
の
充
実
を
図
り
た

n 

O

し
団
水
の
き
れ
い
な
ま
ち

回
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
/

菊
池
温
泉
を
も
っ
と
県
内
外

に
P
R
し
て
も
若
者
や
お
年

寄
り
に
温
泉
め
ぐ
り
の
旅
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
O

②
人
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
︒

団
〝
花
と
緑
と
清
流
の
ま
ち
り

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
'

住
み

良
い
ま
ち
︒

且
菊
池
の
歴
史
を
生
か
し
て
'

現
代
に
マ
ッ
チ
し
た
古
い
ま

ち
並
づ
く
り
︒
例
え
ば
菊
高

通
り
な
ど
の
よ
う
に
'

も
っ

と
進
め
て
ほ
し
い
︒

町
複　

藤　

康　

敏

原
本
村　

公
務
員

圏
先
輩
た
ち
の
助
言
・
指
導
を

い
た
だ
き
'

失
敗
を
恐
れ
ず

何
ご
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
︒

団
水
が
清
ら
か
で
'

緑
が
多
く

空
気
が
う
ま
い
'

住
み
良
い

所
︒

固
自
然
を
い
か
し
た
都
市
計
画

を
望
む
︒
心
の
な
ご
む
ま
ち

づ
く
り
を
︒

2
0
歳
ま
で
の

節
目
の
出
来
事

0
誕
　
生
　
l
九
六
九
～
七
〇
年

〔事　
世〕

・
ア
ポ
ロ
1 
1
号
月
面
着
陸
︑
人
類
月
に

立
つ
・
7
0
年
安
保
闘
争
が
本
格
化
・
日

本
万
国
博
覧
会
・
よ
ど
号
乗
っ
取
り

〔
流
行
語
・
ブ
ー
ム
〕

「
ニ
ャ
ロ
メ
」　
「
タ
メ
ゴ
ロ
­
」　
「
わ

る
の
り
」　
「
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
」

0
小
学
校
入
学　

1
九
七
六
年

〔事　
世〕

・
政
界
に
ロ
ッ
キ
ー
ド
旋
風
・
鹿
児
島

で
五
つ
子
誕
生

〔
流
行
語
・
ブ
ー
ム
〕

「
記
憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」　
「
限
り
な

く
­
に
近
い
­
」　
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」

②
成
人
に
な
る
に
あ
た
り
︑
も

う
一
度
自
分
自
身
を
見
つ
め

な
お
し
へ
将
来
は
'

税
理
士

を
目
指
す
︒

国
環
境
が
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
て
い
な

く
て
'

静
か
で
心
の
落
ち
つ

け
る
所
︒

国
若
者
が
気
を
引
­
よ
う
な
職

場
を
菊
池
市
に
望
む
︒

E
j

赤　
津　
克　
英

大
琳
寺　
学　
生

園
l
+
歳
を
迎
え
た
の
で
︑
よ

り
一
層
自
己
を
磨
き
へ
大
人

と
し
て
何
事
に
も
頑
張
り
た

ヽ
一
〇

蝣
5

固
水
や
緑
の
保
全
が
あ
り
へ
ま

た
へ
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が

い
る
の
で
'

住
み
よ
い
ま
ち
︒

耳
芋
校
や
企
業
を
も
っ
と
も
っ

と
誘
致
し
て
も
全
国
的
に
有

名
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
︒

まかせてください私たちに

図
立
派
な
大
人
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
︒

団
全
体
的
に
良
い
所
だ
と
思
い

E
3
3

同
琴
の
ま
ま
で
も
良
い
と
思
い

EH3

田
本　
藤　
恵
美
子

戸
豊
水　
団
体
職
員

固
大
人
と
し
て
'

責
任
と
自
覚

を
持
ち
へ
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
︒

団
温
泉
の
ま
ち
.

良
い
イ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
く
れ
る
︒

団
豊
か
な
地
域
つ
く
り
を
/

中
心
街
の
商
店
を
も
っ
と
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
︒

O
中
学
校
入
学
一
九
八
二
年

事　
僅〕

・
東
北
新
幹
線
開
業
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書

記
長
潜
苦
し
へ
ソ
連
新
時
代
へ
突
入

・
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争

〔流行語・ブーム〕

「
ね
­
ら
・
ね
あ
か
」　
「
ル
ン
ル
ン
」

「
逆
噴
射
」　
「
ソ
フ
ト
化
」

o中学撃業(.甘描鐙

I
事

・
レ
ー
ガ
ン
︑
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る

米
ソ
新
時
代
の
暮
明
け
・
「
い
じ
め
」

が
社
会
問
題
化
・
8
5
つ
く
ば
科
学
万
博

〔
流
行
語
・
ブ
ー
ム
〕

「
イ
ッ
キ
/
」　
「
角
抜
き
」　
「
や
ら
せ
」

「
ハ
レ
ー
す
い
星
」　
「
お
嬢
さ
ま
」

E
]

成
人
式　
l

九
九
〇
年

限
り
な
き　
可
能
性
を
秘
め
た

未
来
へ　
飛
拘
/

新人類世代といわれるけれど

菊池を
若者の力で

パワーアップ.′
大人への仲間入りをする成人式が

1月15日、文化会館で行われました。
今年の新成人は、 336人(男158

を人・女178人)。艶やかな晴れ着に身
LS

tを包んだ女性ら新調したスーツ姿の
I

i　　∴ I­ : ・　:
らこちらで見受けられました。

式では、菊池市民憲章朗読の後、
荒木市長らが「これからの郷土菊池
は、若者の力で支えていって下さい。
新成人者のご活躍をお祈りします」
と祝いのことばを贈りました。続い
て、新成人の代表2人が「自己の人
格形成を成し、何ごとにもチャレン
ジしていく」と誓いのことばを述べ、

I盛ん離日手を浴びていました。
また、 「21世紀への展望」と題し

て、市青年海外研修団員の報告や菊
池雲上太鼓の　ミ祝い太鼓亡　が披露さ
れました。



薭
方
嫁
と
り
祭
り

〃
あ
～
め
で
た
や
の
～
〟

場
︒
神
官
さ
ん
の
祝
詞
奏
上
の
あ

と
へ
お
酌
取
り
役
の
柴
田
文
弥
君

伸
と
柴
田
美
重
ち
ゃ
ん
佃
の
酌
で

三
三
九
度
を
神
妙
に
交
し
ま
し
た
︒

木
村
弟
章
区
長
の
「
あ
～
め
で

た
や
の
～
」
の
か
け
声
で
'
集
ま

­
:
'
^
­
z
¥
*
'
­
蝣
­

蝣
­
・
­
蝣
誉
∵
f
.
'
.
­
s

車
を
う
ち
へ
厳
粛
な
儀
式
が
終
了

し
'

鍛
後
に
神
官
さ
ん
が
「
こ
の

婚
礼
は
'

あ
く
ま
で
も
こ
の
ね
こ

甘
ト
の
上
の
こ
と
だ
け
」
と
申
し

納
め
る
と
う
ど
お
～
つ
と
"
笑
い
"

が
起
こ
り
へ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
面

も
見
せ
ま
し
た
︒

新
郎
・
新
婦
役
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
て
み
る
と
「
う
れ
し
い
で
す
︒

ず
う
っ
～
と
こ
う
し
て
い
た
い
け

し
か
し
'

本
当
の
主
人
・
妻
の
方

が
も
っ
と
い
い
ん
で
す
け
れ
ど
ネ

/
」
と
両
家
庭
の
円
満
な
様
子
も

う
か
が
わ
せ
て
い
ま
し
た
︒

I
,

︑
斗　

J
L
氏

池
東
中
学
校
長
に
任
命
さ
れ
へ

緑
化
運
動
を
推
進
し
'

県
緑
化

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
と
い
う
実
績

を
挙
げ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
へ

菊
池
南
中
学
校
長
当
時
は
'

文

部
省
同
和
教
育
研
究
指
定
を
受

け
へ
菊
池
地
方
に
お
け
る
中
字

(8)

Fへノ
一
顧を災

三
百
年
余
り
の
伝
統
を
引
き
継

ぐ
'

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

六
川
夜
神
楽
が
一
月
五
日
の
夜
︑

大
勢
の
区
民
や
里
帰
り
の
家
族
が

見
守
る
中
へ
穴
川
菅
原
神
社
で
奉

納
さ
れ
ま
し
た
︒

こ
の
神
楽
は
︑
同
区
の
青
年
た

ち
で
つ
­
る
穴
川
神
楽
保
存
会

(
緒
方
啓
三
石
長
・
十
八
人
)

で

舞
わ
れ
る
も
の
で
'

同
日
の
夕
方
へ

今
年
の
当
前
頭
(

座
元
)

緒
方
仁

㈱
迫
定
徳
氏
に

勲
五
等
瑞
宝
章

十
月
二
十
九
日
亡
く
な
ら
れ

た
元
菊
池
市
立
菊
地
南
曽
字
校

長
迫
定
徳
氏
糾
=
東
迫
問
=
に

勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
へ
そ

の
伝
達
式
が
十
二
月
二
十
日
へ

市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
︒

迫
氏
は
'

昭
和
四
十
五
年
菊

校
同
和
教
育
の
推
進
や
中
学
校

体
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
︒ま

た
退
職
後
は
'

市
選
挙
管

理
委
員
や
市
教
育
委
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
'

社
会
教
育
全
般
に

多
大
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
︒

1
郎
さ
ん
佃
宅
に
集
ま
り
へ
体
を

清
め
'

お
神
酒
や
雑
煮
な
ど
が
ふ

三
百
年
来
の
伝
統
を
引
き
継
く

「
嫁
と
り
ま
つ
り
」
が
十
二
月
二

十
日
へ
薭
方
区
民
五
十
人
余
り
が

集
ま
り
へ
今
年
の
座
元
の
原
田
幸

雄
さ
ん
㈹
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

こ
の
祭
り
の
由
来
は
「
九
百
年

ご
ろ
へ
藤
原
道
真
公
が
こ
の
地
に

立
ち
寄
ら
れ
て
'

一
杯
の
お
茶
を

所
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
︑
実
際
に

出
さ
れ
た
の
は
お
酒
だ
っ
た
の
で

大
変
気
分
を
良
く
さ
れ
︑
早
速
道

真
公
は
へ
こ
の
酒
を
近
く
で
挙
げ

ら
れ
て
い
た
結
婚
式
で
三
三
九
度

に
使
い
へ
神
社
に
鎖
座
さ
れ
た
」

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

早
朝
か
ら
同
区
の
菅
原
神
社
で

五
穀
豊
じ
ょ
う
・
縁
結
び
・
安
産

な
ど
を
祈
願
す
る
神
事
の
後
へ
座

元
の
原
田
さ
ん
宅
の
庭
の
ね
(

直

し
の
上
に
舞
台
を
移
動
︒

ま
ず
へ
薭
方
神
楽
保
存
会
に
よ

る
「
剣
の
舞
」
が
披
露
さ
れ
へ
続

い
て
"

嫁
と
り
〃
の
儀
式
で
は
'

新
郎
役
の
原
田
さ
ん
と
新
婦
役
の

柴
田
綾
子
さ
ん
榊
が
'

古
式
に
従

い
正
装
(

紋
付
の
き
も
の
)

で
登

▲青竹の先に御幣をつけて振り回す
鬼神どん。この御幣を奪うと1年
間の無病が約束されるという

る
ま
わ
れ
た
あ
と
'

近
く
の
菅
原

神
社
に
舞
台
を
移
し
へ　
「
四
剣
の

舞
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
︒

興
奮
も
最
高
潮
に
達
し
た
時
へ

突
然
子
供
た
ち
の
悲
鳴
が
上
が
り
へ

鬼
神
が
出
現
/　
こ
の
鬼
神
に
ふ

ん
す
る
の
は
緒
方
清
治
さ
ん
即
で

長
さ
二
メ
ー
ト
ル
の
青
竹
の
先
に

〃
御
幣
〟
を
つ
け
、
舞
台
を
ド
ス

ン
ド
ス
ン
と
の
し
歩
き
ま
し
た
︒

鬼
神
か
ら
御
幣
を
奪
い
と
る
と

一
年
間
の
無
病
息
災
が
約
束
さ
れ

る
と
あ
っ
て
'

舞
台
の
前
に
陣
取

っ
て
い
た
若
者
た
ち
が
次
か
ら
次

へ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
'

鬼
神

は
平
ら
れ
ま
い
と
青
竹
を
縦
横
自

在
に
振
り
回
わ
す
と
い
っ
た
激
し

い
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
L

m

車
温
自
白
④

こ
め
て
モ

㊥
㊦
㊥

「
交
通
安
全
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
十
二
月

十
三
日
へ
重
昧
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
の
国
道
沿
い

で
'

竜
門
小
学
校
六
年
生
二
十
人
余
り
が
'

つ
き
た
て
の
モ
チ
(

一
俵
分
)

を
配
布
し
ま

~
>
+
.
)
oこ

の
試
み
は
'

竜
門
公
民
館
の
青
少
年
育

成
活
動
の
l

環
と
し
て
'

田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
子
供
た
ち
自
身
の
手
で
行
っ
た
モ
チ
米

を
'

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
協
力
を
得
て
つ

き
あ
げ
ま
し
た
︒

早
速
モ
チ
は
う
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
配
ら

れ
た
ほ
か
に
'

交
通
事
故
を
少
し
で
も
減
ら

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を
こ
め
て
'

ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
配
ら
れ
'

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち

は
う
思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
気
を
引

き
締
め
へ
笑
顔
で
こ
た
え
て
い
ま
し
た
︒

家族つれで
ミニバし一楽しむ

ひかる汗、むすぶ友情、あかるい家庭­　を
スロ­ガンに、第2回ファミリーミニバレーボ
ール大会が12月8 ・ 9日の両日、菊池勤労者体
育センターで行われました。

隣近所や仲間の家族で編成した90チームが参
加、チームの平均年齢で3クラスに分けられて
います。年代別とあって小学校6年生から68歳
のお年寄りらが、和気あいあいのなかに熱戦を
繰り広げました。

結果は次の通りです。
30歳代

①スマイル　②ラブリーズ　③原ふれあい
40歳代

①'Nol C彰清流(塾春ごぼう
50歳代

①日の出(9ラビット　③みつば

ふ
る
さ
と
便
り
〃
菊
池
の
味
㎰

▲どう­私たち大人に見えるでしょう

大人の気分で
華麗にダンス

児童センターでクリスマスパーティー

ークリスマスをオシャレな大人の気分で­
と12月23日、児童センターでちびっこクリス
マスパーティを開きました.

冬休みの楽しい行事のひとつとして心待ち
にしていた250人余りの子供たちが参加し、
映画・ゲーム・抽せん会そして、ディスコタ
イムへと進み、子供たちの歓声と笑顔があふ
れていました。

特にディスコタイムでは、ミラーボールの
きらめくなかディスコミュージックにのり小
さな紳士淑女が華麗をステップ、独創的なダ
ンスを繰り広げ、パーティーは一層の盛り上
がりを見せました。

また、パ­ティ­は子供たちが準備・受け
付け・司会・照明・音楽・カメラ演出と頑張
ってくれました。　　(同センター・松本)

全
国
各
地
へ
3 
0 
0
箱
発
送

ふ
る
さ
と
菊
池
の
特
産
品
を
い

っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
だ
「
菊
池
の

味
」
を
十
二
月
二
十
五
日
へ
関
東

・
関
西
方
面
を
中
心
に
全
国
各
地

へ
向
け
て
三
百
箱
を
発
送
し
ま
し

+'JJ昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
始
ま

っ
た
こ
の
「
菊
池
の
昧
」
も
今
回

で
十
1
回
目
と
な
り
ま
し
た
o

正
月
を
目
の
前
に
メ
l

ニ
ー
は
'

雑
煮
セ
ッ
ト
(

地
鶏
肉
へ
大
根
へ

人
参
へ
ご
ぼ
う
へ
き
び
も
ち
)

を

始
め
へ
幻
の
シ
イ
タ
ケ
2
0
4
へ

無
添
加
み
そ
な
ど
の
ほ
か
︑
職
員

手
づ
く
り
の
竹
の
一
輪
差
し
が
詰

め
込
ま
れ
て
「
こ
こ
ろ
あ
た
た
ま

る
'

ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
'

大
好
評
を
得
て
い
ま
す
︒

こ
の
日
は
'

市
職
員
が
ひ
と
つ

ひ
と
つ
へ
ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
箱

詰
め
に
L
へ
昼
に
は
航
空
便
で
発

送
さ
れ
へ
ほ
と
ん
ど
翌
日
に
は
届

け
ら
れ
ま
し
た
︒

(9)
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正
札
㌢
国

大
変
発
展
し
て
モ
ノ
豊
富
に
な
っ

た
反
面
へ
自
己
中
心
で
人
を
思
い

や
る
心
の
喪
失
が
取
り
上
げ
ら
れ
'

そ
れ
に
対
す
る
反
省
が
さ
れ
て
い

ま
す
o　
「
人
権
」
が
守
ら
れ
て
い

な
い
現
実
的
状
況
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
︒

中
で
も
差
別
が
依
然
と
し
て
あ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

も
ち
つ
き
大
会

年
末
恒
例
と
な
り
ま
し
た
青
年
団
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
も
ち
つ
き
入
会
を
十
二
月
十
七
日
︑
寿

屋
百
照
店
前
へ
小
池
酒
店
横
(

中
央
通
)

へ
中
央

公
民
館
の
三
カ
所
で
行
い
ま
し
た
︒

今
で
は
へ
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た　
〃
き

ね
り
と
〃
石
う
す
り
で
つ
き
あ
げ
へ
あ
ん

も
ち
や
白
も
ち
に
ま
る
め
て
並
べ
る
と
︑

師
走
の
買
物
客
や
近
所
の
主
婦
の
方

々
に
'

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
へ
予
定

し
て
い
た
三
懐
を
ま
た
た
く
間

に
つ
き
終
え
ま
し
た
︒

「
君
の
笑
顔
は
'

素
敵
で
す
」
を
テ
ー
マ
に
第

十
三
回
菊
池
市
青
年
祭
を
開
き
ま
す
︒

こ
の
青
年
祭
は
'

青
年
団
相
互
の
融
和
と
地

域
文
化
意
識
の
向
上
を
目
的
に
'

毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
︒

各
催
し
に
参
加
す
る
団
員
も
市
民
の
み
な
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
︑
少
し
で
も
青
年
団

の
現
状
を
理
解
し
て
頂
け
る
よ
う
毎
夜
へ
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
︒

当
日
は
'

午
後
一
時
か
ら
五
時
三
十
分
位
ま

で
行
い
ま
す
の
で
'

日
曜
の
午
後
の
ひ
と
と
き
へ

青
年
団
の
出
し
も
の
を
ご
覧
に
な
っ
て
'

お
楽

し
み
頂
け
れ
ば
光
栄
で
す
︒

多
数
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

T
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
/
楽
し
ん
で
行
っ
て
ネ
」

な
お
へ
収
益
金
の
一
部
は

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
贈
し
ま
し
た
︒

カ
ネ
ボ
ウ
菊
池
電
子
㈱

代
表
取
締
役
菊
池
工
場
長

北
川　
輝
男

昨
年
十
二
月
四
日
か
ら
一
週
間

第
四
十
一
回
人
権
週
間
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
︒
こ
の
人
権
週
間
は
'

五
千
万
人
を
超
え
る
と
い
う
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
た
第
二
次
世
界
大

戟
を
藻
­
反
省
す
る
中
で
'

第
二

次
大
戦
終
結
後
の
間
も
な
­
l

九

凶
八
年
十
二
月
十
日
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
第
三
回
国
連
総
会
で
「
性

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
︒
「
人
権
」
と
は
何

か
を
考
え
て
み
ま
す
と
'

人
が
人

と
し
て
生
き
て
行
く
権
利
へ
他
か

ら
強
制
や
差
別
を
受
け
る
こ
と
な

く
平
和
に
幸
福
に
暮
ら
し
て
行
け

る
市
民
権
利
で
あ
り
'

人
間
全
体

が
人
間
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
精
神
を
基
に
政
治
・
経
済
・
教

育
等
の
活
動
が
な
さ
れ
て
こ
そ

「
人
権
」
は
守
ら
れ
る
と
申
せ
ま

す
︒
今
日
へ
日
本
で
は
経
済
的
に

「
い
じ
め
」
へ

「人みな平等に
ともに生きる」

外
国
人
差
別
へ
女
性
差
別
へ
障
害

者
差
別
へ
部
落
差
別
等
が
身
の
ま

わ
り
に
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
日

常
生
活
の
中
で
よ
く
〈
反
省
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
こ
れ
ら

に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
'

「
人

み
な
平
等
に
'

と
も
に
生
き
る
」

と
い
う
人
間
尊
重
の
精
神
・
共
存

感
覚
が
乏
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒

私
た
ち
日
本
人
は
'

歴
史
的
へ
地

理
的
に
昔
か
ら
閉
鎖
的
な
社
会
に

住
み
自
分
の
身
辺
の
み
を
考
え
る

自
己
中
心
的
発
想
・
判
断
が
根
強

く
あ
り
︑
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
種

々
の
差
別
に
気
付
か
ず
︑
ま
た
目

を
覆
い
「
人
権
」
に
係
る
問
題
を

放
置
し
て
来
た
こ
と
を
猛
省
し
な

け
れ
ば
肇
b
な
い
と
思
い
ま
す
︒

部
落
差
別
も
'

正
に
「
人
み
な

平
等
に
︑
と
も
に
生
き
る
」
正
し

い
状
況
が
失
わ
れ
て
い
る
と
申
せ

ま
す
︒
小
学
校
や
中
学
校
の
こ
ろ

に
家
族
や
身
近
か
な
人
か
ら
部
落

の
存
在
を
知
り
へ
不
当
を
マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
や
間
違
っ
た
知
識

・
偏
見
を
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
か
'

改
め
て
家
庭
教
育
を
顧
み

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
'

学
校
教

育
で
真
の
認
識
と
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
︒
企
業
の

場
合
も
就
職
(

採
用
)

に
際
L
へ

あ
る
い
は
日
常
の
人
事
労
務
管
理

に
お
い
て
「
人
み
な
平
等
」　
「
人

間
尊
重
」
の
精
神
の
下
に
へ
人
々

の
能
力
と
就
業
意
欲
を
公
正
に
評

価
し
認
識
し
て
い
る
か
の
反
省
が

大
切
で
す
︒

さ
ら
に
私
た
ち
が
日
常
使
用
す

る
言
葉
の
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
自

分
が
表
現
す
る
蔓
某
で
人
々
の
心

を
傷
つ
け
て
い
な
い
か
'

差
別
感

や
偏
見
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
な

い
か
へ
自
ら
の
心
根
を
顧
み
つ
つ

絶
え
ず
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
て
言
う
こ
と
で
す
︒
深
い
認
識

を
持
っ
て
い
る
と
自
分
で
思
っ
て

い
て
も
'

日
常
な
に
げ
な
­
発
す

る
言
葉
が
相
手
に
大
変
な
痛
み
を

感
じ
さ
せ
る
孝
ら
ば
'

そ
れ
は
真

の
「
人
権
」
認
識
を
持
っ
て
い
な

い
と
申
せ
ま
し
ょ
う
︒
そ
う
い
う

反
省
を
重
ね
る
姿
勢
が
差
別
解
消

に
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
︒
部

落
差
別
は
差
別
す
る
側
に
問
題
が

あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

(10)

田
地
名
の
由
来

国
今
へ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

国
主
な
行
事
や
祭
り

田
誇
れ
る
も
の

田
悩
み
や
問
題
点

ヽ
書

魅力が
いっぱt

あの町この村
あ
の
町
は
­
︒
こ
の
村
は
­
0

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
菊
池
」
を
'

あ
な
た
は
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
ま
す

か
︒今

l
度
足
元
を
み
つ
め
︑
今
へ
叫

ば
れ
て
い
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ

と
を
目
指
し
て
'

み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
'

英
知
を
結
集
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
︒

「
ふ
る
さ
と
は
今
」
と
題
し
て
皆

さ
ん
の
区
を
お
訪
ね
し
ま
す
︒

い
ろ
ん
な
こ
と
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
︒

陪Mia
岩崎　春ニ
35世帯

長
数帯

区
世

そ
の
昔
へ
大
岩
の
下
に
集
落

が
形
成
さ
れ
た
の
が
由
来
だ
ろ

うか︒黄
金
塚
地
蔵
尊
の
台
座
に
は

享
保
一
五
(

一
七
三
〇
)

年
八

月
十
八
日
鎮
座
へ
施
主
岩
下
村

安
左
右
門
と
し
る
し
て
あ
る
︒

(
*
)　

吐
対
抗
ソ
フ
ト
へ
バ

レ
ー
大
会
(
9
月
第
1
日
曜
)

・
管
原
神
社
神
楽
奉
納
(
%
)

・
氏
神
神
楽
奉
納
G
」
)　

県

市
農
道
手
入
れ
(

年
三
回
)

・
老
人
会
の
神
社
な
ど
の
清
掃

(
毎
月
)

・
婦
人
会
の
区
内
清

掃
(
7
月
～
1
 
2
月
)

田　
岩
下
神
楽
へ　
い
ち
い
樫
(

磨

史
散
歩
参
照
)

へ
黄
金
塚
城
跡
以

上
市
指
定
︒
岩
下
眼
鏡
橋
︒

田　
農
業
後
継
者
︑
嫁
不
足
︒
老

齢化問題︒

/婚虜直lr

・

蝣

*

*

・

蝣

*

+

蝣

'

蝣

*

*

<

.

.

区　

長　

元
村　

武
人

世
帯
数　

3
5
世
帯

周　

こ
の
地
は
昔
へ
野
肝
に
人
々

を
埋
葬
し
た
塚
が
数
多
く
見
ら

ナ・­::*r­­!jサ.­い­­一­.­**'­.、　.V

れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒KEllaa

ま
た
へ
平
家
の
落
人
の
流
れ

を
く
む
と
も
言
わ
れ
て
い
る
︒

塚
原
の
地
名
は
'

天
文
十
四

二
五
四
五
)

年
の
肥
後
国
内

斎
藤
長
知
行
分
坪
付
案
に
出
て

く
る
︒
藩
政
の
こ
ろ
は
'

河
原

手
永
に
属
し
て
い
た
o　
こ
が
ね

づ
か
塚
原
の
北
の
丘
陵
地
に
黄
金

塚
城
跡
が
あ
る
が
'

「
菊
池
風

土
記
」
は
惣
谷
・
平
山
両
氏
が

交
替
し
て
居
城
し
た
︒
塚
原
に

は
'

四
町
分
座
と
い
う
浄
瑠
璃

が
あ
り
へ
先
代
は
阿
波
の
人
と

伝
え
ら
れ
る
︒

四
・
環
境
の
美
化
­
老
人
会
が
中

心
に
な
っ
て
'

お
宮
や
道
路
な

ど
を
清
掃
︒
・
班
対
抗
の
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
健
康

づ
く
り
︒
・
お
稲
荷
さ
ん
を
観

光
の
目
玉
に
︒

田
・
初
寄
り
(
*
)　

お
稲
荷
さ

ん
ま
つ
り
C
」
)　

草
刈
り

(
i
n
・
0
0
.
0
月
)

・
四
町
分

ま
つ
り
(
%
)

田　
河
川
美
化
清
掃
(

ヨ
シ
切
り
)

に
は
定
評
が
あ
る
︒

田　
農
業
後
継
者
の
不
足
O

国
・
県
道
二
重
の
峠
線
(

塚
原

­
岩
下
間
)

の
拡
張
︒
・
岩

下
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
(

冗

落
成
)

・
岩
下
神
楽
が
若
者

中
心
で
一
人
歩
き
で
き
る
よ

うに協力︒

田
・
初
寄
り
(

」
)　

先
祖
祭

り
(
4
月
第
1
日
曜
)

・
御

願
た
て
(
^
)　

風
鎮
祭

V. 
;貰垂&aL

(
青
年
が
中
心
に
な
っ
て
)

区　
長　
福
田　
勝
久

世
帯
数　
け
世
帯

菊
池
十
八
外
城
以
前
か
ら
こ

の
地
名
は
あ
る
と
言
わ
れ
'

集

落
の
西
方
に
位
置
す
る
水
田
に

桧
原
山
長
六
寺
跡
が
あ
り
へ
こ

れ
が
地
名
の
由
来
と
伝
わ
る
︒

国
・
名
水
百
選
の
若
木
水
源
の
整

備
︒
・
ミ
ニ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

因
・
初
寄
り
(
*
)　

御
額
立
て

C
t
f
)　

先
祖
祭
り
(
4
月
第

1
日
曜
)

・
7
斉
ク
リ
ー
ン
作

戦
(
6
月
)

・
風
鎮
祭
(
%
)

・
四
町
分
祭
り
(

」
)　

・
御
願

は
ど
き
(

峯
・
環
境
清
掃

(牛二回)

夏
に
は
涼
を
求
め
て
県
内

外
か
ら
の
観
光
客
が
多
い

四　
若
木
水
源
(

名
水
へ
か
ず
ら
'

楠の木)

困　
若
木
水
源
の
観
光
開
発
に
伴

う
'

農
業
用
水
の
問
題

ll



●乱打

鵬
後
任
む

十
二
月
例
会
「
桜
会
」

と
ん
ぼ
透
り
へ
そ
っ
で
災
害
視
察

か
方　
　
　
　
.

田
f
t
. 
'

治
世

憎
さ
︑
私
L
に
も
好
き
ち
う
と
い

て　
　
　
　
　

(
頬
藤
新
生
)

ぬ
れ
っ
ど
'

養
碗
の
奇
で
錠
き
て

き
q
J　
　
　
　
　
(

尊
母
薙
耳
)

て
れ
笑
い
へ　
司
会
か
キ
ス
の
ア
ン

コ
ー
ル　
　
　
　

哀
切
確
三
)

憎
さ
'

目
の
前
に
産
出
L
t
,

弟
子

・s.­刺+.J登=

生
意
気
を
'

萩
貴
マ
ー
ク
で
追
い

越
し
t
J　
　
　
　
(

高
倉
斬
登

と
ん
ぼ
透
り
'

モ
ン
ぺ
し
て
せ
に

々
7
日
の
毒
ビ
富
原
我
浅
盈

て
れ
笑
い
へ　
朝
顔
鴫
イ
額
会
わ
せ

(中島いわあ)

憎
さ
'

い
つ
も
思
わ
せ
ぶ
り
ば
か

IS 
ft

「渓流」第
1 
2
号

茶
畑
は
新
芽
の
延
び
も
早
く
し
て
一
番
茶
摘
み
も
う

す
ぐ
孝
ら
む　
　
　
　
　
　
　

(
小
田
ス
ミ
エ
)

く
　

も

竹
落
蜘
妹
の
張
り
た
る
単
に
か
か
り
風
吹
く
ご
と
に

­
る
­
る
廽
る　
　
　
　
　
　
　

(
河
津
太
直
)

役
に
立
ち
ま
す

り
哲
瑠
⑳
肋

12

市

て
れ
笑
い
︑

・
K関

F
u
r
a

ね
ろ

て
れ
笑
い
ヘ

ア

申
っ
も
覗
き
お
っ
t
,

(ふ川繁貴)

絹
蝣
・
・
0
-
*
.
'
如
ろ
u
P
康
・
～
1

(
植
野
か
せ
り
)

凹　
　

嗣
E
S
S
S
S

(
田
中
呂
生
)

留
守
番
を
牛
に
頼
み
て
麦
播
き
に
今
朝
も
出
て
行
く

妻
と
わ
れ
な
る　
　
　
　
　
　
　
(

五
島
三
千
秋
)

ハ
イ
テ
ク
の
遺
伝
子
組
哲
へ
生
れ
た
る
牝
の
仔
牛
の

大
き
乳
腺　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
坂
本
敏
雄
)

地
は
温
み
生
命
芽
ば
ゆ
る
春
な
れ
ば
野
に
出
で
生
れ

し
風
ま
と
ひ
ゆ
­　
　
　
　

(
佐
々
木
佐
江
子
)

広
瀬
区
に
'

鉄
塔
の
廃
品

を
利
用
し
た
「
ち
り
置
場
」

を
区
民
の
手
作
り
で
'

国
道

3
8
7
号
線
沿
い
に
建
設
し

ま
し
た
︒

外
見
は
'

普
通
の
塔
に
見

え
ま
す
が
︑
中
は
「
ち
り
置

場
」
前
面
は
「
広
告
掲
示
板
」

さ
ら
に
︑
国
連
側
か
ら
見
れ

ば
地
名
の
「
案
内
板
」
に
も

な
っ
て
い
ま
す
︒
周
辺
の
景

観
と
も
マ
ッ
チ
し
て
'

生
活

環
境
整
備
に
大
変
役
立
っ
て

います︒(広瀬区長・中原)

こ琵琶濃
ご愚見などもお

市長公室
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30年t7¥り
もぐら打ち

子供たちに伝統行事を伝えようと、岩下区
の若妻会が中心とをって企画し1月14日の早
朝、子供たちが集まりもぐら打ちをしました。

各家の庭をたたいて回ると、モチやみかん
などが差し出され、終ったあとみんなで食べ
ました。また、 30年ぶりの行事で溝口っている
人も少なく、お年寄りにおそわりながら竹と
ワラで棒を作り、 1年間の豊作を祈りました。

(岩下区長・岩崎)

「
お
は
よ
う
止
I

今
日
も
登
校
中
へ

大
き
く
手
を
ふ
り
な
が
ら
へ
A
さ
ん
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
︒
私
は
毎
朝
へ

A
さ
ん
に
あ
い
ま
す
︒
A
さ
ん
は
瓦
製

造
業
の
私
の
家
に
働
き
に
き
て
い
る
人

で
'

耳
と
口
に
障
害
を
も
っ
た
人
で
す
︒

い
つ
も
手
を
ふ
っ
た
り
へ
に
っ
こ
り
笑

っ
た
り
し
て
'

心
の
あ
い
さ
つ
を
か
わ

し
な
が
ら
す
れ
ち
が
い
ま
す
︒
A
さ
ん

は
'

学
校
に
行
っ
て
な
い
の
で
文
字
が

読
め
ま
せ
ん
︒
ま
た
手
話
も
で
き
ま
せ

ん
︒
で
も
ち
ゃ
ん
と
言
い
た
い
こ
と
や
'

気
も
ち
は
み
ん
な
よ
く
分
か
り
ま
す
︒

そ
し
て
へ
も
う
一
人
A
さ
ん
と
同
じ

ょ
ぅ
に
︑
耳
と
口
が
不
自
由
な
人
が
働

き
に
き
て
い
ま
す
︒
B
さ
ん
は
'

学
校

に
行
か
れ
た
の
で
'

文
字
も
読
め
る
L
へ

手
で
話
す
こ
と
も
で
き
ま
す
︒
で
も
だ

い
た
い
は
'

口
の
動
き
を
見
て
へ
私
が
'

何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
っ
て
く
れ
ま

『
心
の
ふ
れ
あ
い
』

大
矢
野
芳
枝

(
花
房
小
六
年
)

す
︒
B
さ
ん
も
'

登
校
中
や
っ
ぱ
り
へ

に
っ
こ
り
笑
っ
た
り
し
て
'

あ
い
さ
つ

を
し
な
が
ら
す
れ
ち
が
い
ま
す
︒
二
人

と
も
私
が
朝
手
を
ふ
っ
た
り
す
る
と
'

と
っ
て
も
喜
ん
で
私
に
'

手
を
ふ
っ
た

り
へ
ベ
ル
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
く
れ
ま

す
︒
言
葉
で
意
志
を
伝
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
け
れ
ど
へ
そ
の
か
わ
り
へ
顔
の

表
じ
ょ
う
や
t

か
ん
た
ん
な
動
作
で
'

「
水
戸
黄
門
」
で
有
名
を
徳
川
光
園
が

修
史
(

後
に
芙
日
本
史
』
と
称
す
)

に
志
し
た
の
は
明
暦
三
(

一
六
五
七
)

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
光
園
は
自
ら
の

信
ず
る
南
朝
正
統
論
と
大
義
名
分
論
の

立
場
か
ら
'

全
国
各
地
の
古
文
書
・
古

光
・
武
朝
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
︒

安
永
八
(

一
七
七
九
)

年
盲
目
の
大

限
5
E

学
者
塙
保
己
一
は
'

全
国
の
古
書
の
収

集
を
思
い
立
ち
'

四
一
年
の
歳
月
を
賛

し
て
文
政
二
(
1
八
一
九
)

年
『
群
書

正
観
寺
に
あ
り
し
迄
に
て
'

若
し
万

の
事
あ
り
て
は
'

天
下
後
世
に
伝
え

ら
ん
こ
と
を
恐
れ
︑
長
瀬
真
幸
氏
に
謀浩ぎー

類
従
』
正
篇
を
刊
行
し
た
︒

記
録
を
収
集
さ
せ
た
の
は
有

名
な
話
で
あ
る
︒
貞
享
二

(
一
六
八
五
)

年
八
月
下
旬

隈
府
へ
も
家
臣
が
や
っ
て
釆

蔓
戸
期
の
菊
池
⑯

て
い
る
︒
「
水
戸
様
御
家
釆

佐
々
助
三
郎
殿
・
丸
山
雲
平

殿
御
両
人
御
廽
国
成
ら
れ
︑
其
節
正
観

寺
へ
御
参
詣
へ
い
ろ
く
宝
物
御
覧
成

ら
れ
」
(

蔵
屋
日
記
』
)

云
々
と
あ
る
.

佐
々
・
丸
山
ら
は
「
菊
池
氏
系
図
」
や

「
武
朝
申
状
」
を
写
し
帰
っ
た
ら
し
い
︒

『
大
日
本
史
』
に
は
武
時
・
武
重
・
武

菊
池
氏
顕
彰
の
歴
史
(

二
)

り
︑
当
時
天
下
の
奇
書
・
珍
籍
を
蒐
集

し
居
る
へ
塙
保
己
1
氏
の
群
書
類
従
の

中
に
収
め
へ
不
朽
に
伝
へ
ら
れ
た
り
」

(『菊池郡諾』)と言う︒

ま
た
文
政
五
(

一
八
二
二
)

年
刊
行
の
『
続
群
書
類
従
』

に
は
「
菊
池
系
図
」
及
び

「
菊
池
系
図
」
別
本
「
別

本
二
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

「
武
朝
申
状
」
が
阿
蘇
家
の
「
惟
澄
申

状
」
と
と
も
に
編
み
込
ま
れ
て
い
る
︒

こ
の
背
景
に
は
隈
府
の
学
者
渋
江
公
正

が
熊
本
の
国
学
者
長
瀬
幹
事
に
頼
ん
で
,

塙
保
己
l

と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
出
来
統

こ
と
に
よ
る
︒
即
ち
「
武
朝
申
状
は
独

江
戸
後
半
期
に
な
る
と
'

菊
池
氏
の

古
文
書
の
散
逸
と
い
う
危
機
感
が
地
元

の
学
者
に
起
こ
り
へ
そ
の
永
久
保
存
の

手
段
と
し
て
'

中
央
の
動
き
を
活
用
し

た
の
で
あ
る
︒

●
話
し
ま
す
︒

A
さ
ん
へ
B
さ
ん
と
の
生
活
を
通
し

て
'

私
は
'

人
間
ど
う
し
の
心
の
つ
な

が
り
は
'

た
と
え
言
葉
で
表
せ
な
く
て

も
'

真
心
が
通
え
ば
十
分
理
解
し
あ
え

る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
︒
そ
し
て
も
う

一
つ
へ
二
人
に
お
し
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
︒
そ
れ
は
'

人
に
対
す

る
や
さ
し
さ
で
す
︒
言
葉
で
話
を
す
る

と
へ
か
ん
た
ん
に
う
そ
を
つ
い
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
け
ど
'

心
の
中
ま
で
う

そ
を
つ
い
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
︒
こ
の
人
た
ち
は
'

う
わ
べ
だ
け
で

な
く
︑
心
の
中
か
ら
'

他
の
人
に
や
さ

し
く
接
し
て
お
ら
れ
ま
す
︒

私
は
'

体
に
障
害
を
も
つ
人
の
ほ
う

が
本
当
は
'

と
て
も
人
間
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
︒

私
を
ふ
く
め
'

多
く
の
人
が
'

こ
れ

か
ら
先
︑
も
っ
と
障
害
者
の
人
た
ち
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
︒

紙
面
の
都
合
で
一
部
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た　
1
1
係
か
ら

大
矢
野
さ
ん
(

花
房
小
)

が

全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
佳
作
に

こ
の
作
品
は
去
年
へ
総
理
府
が
身
体

障
害
者
福
祉
週
間
(
十
二
月
九
日
～
十

五
日
)

を
前
に
募
集
し
た
「
心
の
輪
を

広
げ
る
体
験
壁
と
で
'

全
国
展
に
入

っ
た
佳
作
(

小
学
生
の
部
)

の
作
品
で

4
,
­芳

枝
ち
ゃ
ん
は
'

学
校
で
は
家
庭
科

が
好
き
で
入
選
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
は
「
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
明
る

い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

横
田　
　

勇

日
当
た
り
の
い
い
南
側
に
面
し
た
野

の
土
手
に
は
'

一
番
寒
い
2
月
な
の
に

春
に
花
咲
く
野
菜
た
ち
は
'

す
で
に
青

々
と
し
た
葉
を
つ
け
へ
確
実
に
今
年
も

春
が
近
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
︒
植
物
た
ち
は
長
い
地
球
の
歴

史
の
中
で
︑
生
き
る
こ
と
を
自
然
か
ら

教
え
ら
れ
そ
れ
に
従
っ
て
生
き
て
い
る

のです︒
し
か
し
'

人
間
は
'

自
然
を
友
と
し

て
い
た
時
代
を
越
え
て
し
ま
お
う
と
し

て
い
ま
す
︒

あ
た
か
も
人
が
最
も
偉
大
な
生
き
も

の
だ
/
と
い
わ
ん
ば
か
り
の
行
い
が
目

立
つ
近
世
で
す
︒
人
は
大
自
然
を
大
切

に
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
'

人
自
身
が

失
っ
て
い
­
物
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
︒

人
間
社
会
の
中
で
'

自
分
ば
か
り
身

勝
手
な
行
動
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
︒
自
分

の
身
の
回
り
の
人
々
を
ま
ず
思
い
や
る

気
拝
が
大
切
で
し
ょ
う
︒
生
き
て
い
く

上
で
良
い
友
だ
ち
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と

は
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
す
︒
特
に
'

生
涯
の
友
と
し
て
お
互
い
に
つ
き
あ
い

を
持
ち
つ
づ
け
る
人
は
︑
そ
う
多
く
は

い
な
い
で
し
ょ
う
︒

社
会
を
良
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
お

互
い
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
つ
­
ら

れ
て
い
­
も
の
だ
と
思
い
ま
す
︒
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所
得
税
の
確
定
申
告
は
︑
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

所
得
税
は
︑
あ
な
た
自
身
が
正
し
く
所
得
や
税
車
を
計
算

し
て
納
税
を
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
︒

確
定
申
告
は
︑
あ
な
た
の
昨
年
一
年
間
の
事
業
や
収
入
の

総
決
算
と
も
い
え
る
も
の
で
す
︒
事
業
を
し
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
～
マ
ン
の
方
で
も
'
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
方
は
'

で
き
る
だ
け
へ　

早
め
に
申
告
を
す
ま

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

納 税 相 談 日 を
ご 利 用 下 さ い

自 ら※ ▼ ▼ ▼
曜 午 時 還 所 贈
日後 間 市 三 付 菊 三 得 菊 二 与
姦 齢 宝 皇 室 豊 里 畢 護 早 税
き ま ず 公 日 務 目消 務 六
ま で れ 民 ～ 署 ～貴 著 日
す O も館 十 十 税 (封
○但 午 五 五

し前 日 日
、九

土 時
. か

O
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が

基
礎
控
除
へ
配
偶
者
控
除
へ
扶
養

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超

え
る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
'

給
与
の

年
収
が
l

千
五
百
万
円
を
超
え
る

人
や
'

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る

人
な
ど
で
す
o

2月1叩_♭3月15日

2月~1白♭3月15日

4月2日まで

E
]

消
費
税
の
確
定
申
告
も

お
忘
れ
な
く

今
年
か
ら
こ
の
季
節
に
'

個
人

事
業
者
の
方
の
消
費
税
確
定
申
告

も
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
︒
申
告

・
納
付
期
限
は
'

四
月
二
日
で
す
︒

消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
'

昭
和
六
十
二
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円

を
超
え
る
方
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

が
六
十
万
円
を
超
え
る
場
合
で
'

申
告
と
納
税
は
贈
与
を
受
け
た
年

の
翌
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

な
お
へ　
「
あ
る
時
払
い
の
催
促

な
し
」
と
い
う
親
子
間
の
借
金
や
'

将
来
返
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
返

す
と
い
う
「
出
仕
払
い
」
の
借
金

な
ど
も
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
'

ご
注
意

I
f　
　

≡　
　

­　
　

I
I
J　
　

≡　
　
　
　
　
　
　
　
　

≡　
　

H
I 

M
l

下
さ
い
︒

軽油免税証の交付申請
▽ ∇ ∇ ∇ し次 証

1 税 間 (4) (3) (2)(1) 中 二 場 休 九 日 て の の 平
) 務 い 印 初 な 二 用 機 の は 耕 免 請 階 み 時 下 書 交 成ヘ 課 合 か め つ年 者 械 証 別 作 税 の 第 所 は か 時 さ類 付 二

〇間 わ ん て て 三 証 証 明 に 反 軽 と 二 除 ら い等 を年
税 せ 申 い 月 の 明 書 、別 油 き 小 県 く午 三 〇を 申 度
係 請 る三 有 書 ) た 証 便 必 会 菊 ) 後 月 持 請 農
( 県 を方 十 効 ( ば 明 用 要 譲 地 四 五 参 さ業
℡ 菊 さ 、一 期 免 こ 書 老 な 室 事 時 日 の れ 用
管 掌 告 差 昆 撃 崖 搾 貢 証 畠 語 享 (印 う る軽

え方 油
1 務 方 は 前 平 油 組 ば 別 ( 午 中 は 免
1 所 ) 、と成 便 合 こ 館 昼 前 請 、税
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0
贈
与
税
と
税
金

贈
与
税
は
'

個
人
か
ら
財
産
を

も
ら
っ
た
と
き
に
'

も
ら
っ
た
人

に
か
か
る
税
金
で
す
︒

贈
与
税
が
か
か
る
の
は
'

一
年

間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額

¦l¦im.,1¦>.,,,,¦¦ll"サ.j¦¦­.,>,1imll'<> '蝣'蝣III

*税金クイズ*
要　田1_　パート収入や内職収入は、年間

≒　いくらまでだったら、所得税がかから
享　ないでしょうか。

1. 90万円
2. 95万円
3. 100万円

三　国2.サラリーマンの場合、給与以外
三　の所得金額が一定額以上の場合、申告
書　が必要ですO
言　その金額はいくらでしょうか。

1. 10万円
2. 20万円
3. 30万円

幸　田3.次のうち、医療費探除の対象に
重　なるのは、どれでしょうか。

1.人間ドックの費用
2.栄養剤の購入費
3.かぜ薬の購入費

ll I ,・.rlrITllll ll・一.Jl Ill Ill lIIl lI IH

s一g凶、zIZ凶Lg­iBa (幾重)

・・,芸霊芸孟W(Oゥ212苫竺

●●

●　●

◎所得税
◎贈与税
雨間mk­%t h ¥

(個人事業者)

市
県
民
税
(

住
民
税
)

の

申
告
受
け
付
け

便利　忙しい方、不在がちの方には、拝に便利です。
安全　現金を扱いませんので、盗難等の心配がなく安

全です。
確実　納期には口座から自動的に振替により納付され

るので安心です。
お申込みは一一最寄りの金融機関または税務署へ

平
成
二
年
度
(

平
成
元
年
分
)

の
市
県
民

税
の
申
告
を
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
の
日
程
で
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す
の
で
'

次
の
事
項
に
留
意
の
上
へ
も
れ
な
­
申
告
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

注
意
事
項

け
当
日
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
鑑
へ
収
支
計
算
書
︑
農
協
・
市
場
等
か

ら
の
特
殊
作
物
の
収
入
証
明
書
︑
給
与
明
細

書
へ
年
金
支
払
証
明
書
へ
生
命
保
険
料
︑
損

害
保
険
料
支
払
証
明
書
へ
そ
の
他
所
得
の
計

算
に
必
要
な
書
類

白
申
告
を
し
な
い
方
は
'

国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
の
適
用
お
よ
び
各
種
証
明
(

節

得
証
明
︑
課
税
証
明
)

の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
︒

幻
老
人
お
よ
び
障
害
者
の
方
を
扶
養
さ
れ
て

い
る
方
で
申
告
し
な
い
方
は
'

老
齢
福
祉
年

金
へ
母
子
福
祉
年
金
へ
障
害
者
福
祉
年
金
の

所
得
裁
定
が
で
き
ず
'

年
金
の
交
付
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
︒

囚
農
業
所
得
者
で
所
得
税
確
定
申
告
が
必
要

と
思
わ
れ
る
方
(

青
色
申
告
を
除
く
)

お
よ

び
営
業
者
で
所
得
が
一
定
金
額
以
上
と
思
わ

れ
る
方
に
は
'

別
に
日
時
を
指
定
し
た
通
知

を
さ
し
あ
げ
ま
す
の
で
︑
指
定
さ
れ
た
日
時

に
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

厨
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人

a
l

二
月
十
五
日
ま
で
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
人

惚
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得
が
な
く
へ

か
つ
給
与
支
払
義
務
者
よ
り
給
与
支
払
報

告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

価
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
人

※
そ
の
他
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は
'

市
税
務
課
市
民
税
係
へ
お
尋
ね

下さい︒

平成2年度(平成元年分)市県民税申告日日程表
月 日 曜 地 区 ( 午 前 9 : oo ~ i 2 : o o) 地 区 (午 後 i : oo ~ 4 : oo ) 申 告 場 所

2 16 金
9 : oo ­ i o : 3O­ i : oo ­ 2 : 00­ 3 : 00­ 農 協 迫 間 支 所西 迫 間 . 七 坪 . 市 野 瀬 . 中 野 瀬 太 田 . 東 迫 間 . 戸 豊 水 . 大柿 . 平 野

9: o o ~ i o : oo ~ 11 : 00­ i : oo 一、′ 2‥30一.～ 農 協 水 源 中 央 支 所佐 野 . 鍋 倉 . 薄田永 . 迫 の谷 原 本 村 . 日生 野 . 伊 隼 田

2 19 月
9: 00­ 10 : 00­ i : oo ­ 2 : 00­ 3 : 00­ 農 協 水 迫 支 所生 味 . 古 川 . 立 門 . 木 佐 木 l i竜黒 仁 田 戸 城 . 永 山 . 伊 野 . 杉 生 . 木 讃 . 棉 . 錦 の 甲 l 板 井 原
9: o o ­ 10 : 30­ 1‥00­ 2‥30­ 農 協 河 原 支 所日向 . 柿 木 平 . 中 原 神 鶴 . 松 島

2 20 火
9: o o­ i o : o o ~ 11 : 00­ i : oo ­ 2 : 00­ 3 : 00­ 農 協 花 房 支 所上 出 田 . 下 出 田 . 花 房 台 植 古 閑 . 広 瀬 . 木 相 子
9‥00一、一 i o : 30­ i : 00­ 3 : 00­ 農 協 竜 門 支 所寺 小 野 . 虎 口 . 中 片 . 染 土 . 長 野 雪 野 . 鳳 来 . 穴 川

2 21 水
9‥00­ 10‥30­ 1‥00­ 2130­ 農 協 菊 池 東 部 支 所深 川 . 村 田 . ] ヒ宮 神 来 . 大 琳 寺
9: o o~ i o : oo ~ i i ‥00­ 1‥00­ i : 30~ 2 : 30­ 農 協 戸 崎 支 所令 . 甲 森 北 . 乙 森 北 上 古 閑 . 下 赤 星 . 上 赤 星

2 22 木
9: o o~ 10 : 00­ 10 : 30 ­ ( 申 告 場 所 ) i : oo ~ 2 : 30­ 農 協 迫 間 支 所ノト桶 野 . 白木 . 陣 内 . 下 古 閑 農 協 竜 門 支 所 茂 藤 里 . 篠 倉 . 伊 倉 . 道 園 . 金 峰

9‥00～ ( 申 告 場 所 ) i : oo ~ 薭 方 公 民 館堀 1刀 堀 切 公 民 館 薭 方

2 23 金
9: o o~ 10‥30­ 1‥00­ 2 : oo ~ 3 : 30一、 西 部 市 民 セ ン タ ー上 西 寺 . 中 西 寺 . 辻 . 下 西 寺 上 長 田 : 下 長 田 =大 塚 ‥野 間 口 . 東 原 . 南 古 閑 . 北 古 閑
9‥00­ 10 ‥30【} ( 申告 場 所 ) 1‥00­ ‥00­ 3 : oo 一一 農 協 水 源 南 部 支 所藤 田 . 下 木 庭 . 上 木 庭 藤 田 公 民 館 下 組 . 塚 原 . 長 六 . 岩 下 . 平 山

2 26 月 9‥00 i o : 30­ i : 00~ z : o o~ 3 : 00­ 市 役 所 税 務 課上 田丁 . 中 町 . 下 町 . 切 明 . 迎 田丁 中 央 通 . 横 町 . 立 町 . 栄 町

2 27 火 9: oo ­ 10 : 30­ i : oo ­ 2 : 00­ 3 : 00­ 市 役 所 税 務 課正 院 町 . 西 正 観 寺 . 東 正 観 寺 . 築 地 北 原 ー 亘 . 片 角

2 28 水 9: oo ~ i o : 3O ~ 1‥00­ 2‥30­ 3‥30～ 市 役 所 税 務 課立 石 一 高 野 瀬 袈 裟 尾 . 王 禅 寺 . 遊 蛇 H (下 半 尺 . 上 半 尺 . 中 山 )
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各課のお知らせ(℡25­1川) ­­I­­二一車お問い合わせは各課へお気軽にどうぞ・,・′

農政課
36きくち・ふるさと

食品コンクールの開催
いま、ふるさと食品、ほんものの

味を求め、消費者のニーズは変って
います。

本市は、豊かな自然に恵まれ、農
林水産物が豊富に産出されています。

また、婦人の方々および各種団体
を中心に盛んに郷土料理、特産品づ
くりが行われていますが、今回は、
本市に採れた素材をもとに、まごこ
ろを込めて作り上げた「きくち・ふ
るさと食品コンクール」を開催しま
す。ふるって出展されますようお願
いします。
D期　日　2月11日(B)
♭場　所　市文化会館
D内　容

(1)特産品コーナー(展示)
穀、豆、いも、野菜、果実類、林
畜水産物等の加工品の展示

(2)きくち・ふるさと食品コンクール
〔第1部〕
コンニャク、豆類、椎茸を1吏った
料理コンクール

〔第2部〕
米を使った料理コンクール

♭当日搬入　午前8時30分～9時30
分まで

審査10時～11時
展示11時～14時

♭申し込み方法
用紙に献立、料理方法を記入の上、
市農政課までお申し込み下さい。

(様式は農政課にあります)
♭申し込み期限

会場設定の都合上、 2月6日的ま
でお願いします。

※詳しくは、同課農政係までお尋ね
下さい。

36心臓機能など内部
障害者の旅客運賃が
割引きされます。
手続きをして下さい

内部障害者(表参照)に対する旅客
鉄道会社等および、航空会社等の旅客
運賃制度が改正され、 2月1日から実

(17)

施されることとなりました。
別表該当の身体障害者手帳所有の

方は、同手帳を持参され福祉事務所
で、手帳の書き換え手続をして下さ
ax.

別表

心 臓 機 能 障 害

1 級 か ら 4 級 まで

じん臓機 能 障害

呼 吸 器機 能 障害
ぼ う こ う又 は
直腸 の機 能 障害
小 腸 機 能 障 害

なお、この制度の細部については
市福祉事務所(内線144)へお問い、
合わせ下さい。

36平成2年度戦傷病者
JR乗車券引換証の受付

平成2年度の戦傷病者J R乗車券
引換証の受け付けを2月1日から行
います。

2月中に請求された場合は3月31
日までには交付される予定ですが、
3月1日以降の請求分については、
交付されるまで約20日以上かかりま
すので、早めに請求されますよう申
し添えます。
D持参晶　印鑑および戟似病者手帳
♭場　所　同課福祉係

匝(?盟)
36農地の無断転用を

なくそう.(/
「農業委員会は

農地パトロールを実施中」
田や畑に家を建てたり、資材置場

など農地以外にすることを農地転用
といいます。

このような農地転用をする時は、
たとえ自分の農地であっても農業委
員会を通して県知事または農林水産
大臣の許可を受けなければなりませ
ん。

許可を受けずに農地を転用すると
農地法により罰則を受けることはも
ちろん、排水の問題など周りの農地
に大きな迷惑をかけます。

菊池市農業委員会では、農地を守
り無断転用の早期発見に役立てるた
め、許可を受けた転用地に許可済標

識板を掲げさせ、住民の皆さんにも
違法な無断転用との区別がつくよう
にしています。

無断転用を未然に防ぎ、農家の財
産である農地と郷土の自然を守るた
め、無断転用を見つけた場合は農業
委員会への通報畢ど地域の皆さんの
積極的をご協力をお願いします。

市民課 (1 3。y

36年金の額・支払月が
変わります

本年から国民年金のうち、老齢福
祉年金を除くすべての年金の支払い
が年6回　2　　　　　　8　­10­12
月)に変わります。支払日は、その
日の15日です。

また、昨年4月にさかのぼって年
金額が上がりましたので、 2月支払
いには、昨年4月以降の改定差額が
含まれます。
桝・老齢福祉年金など昨年まで年4

回受け取りの方
・平成2年2月に支払われる額

(新年金額3カ月分+差額7カ
月分)

m一老齢年金など昨年まで年6回受
け取りの方

・平成2年2月に支払われる額
(新年金額2カ月分+差額8カ

F1 9­)
※4月以降の支払日についてはそれ
ぞれ前月までの2カ月分が支払われ
ます。

平成2年度
原爆被爆者二世
健康診断実施

ォd

一
般
検
査

(実施日時)

二
月
十
四
日
お
よ
び
十

五
日　
午
後
二
時
か
ら

四
時
ま
で

▽
対
象
者

父
・
母
の
ど
ち
ら
か
が

原
爆
被
爆
者
で
あ
る
老

▽
受
診
料　
無
料

(受付時間)

午
後
一
時
半
～
三
時

(実施場所)

成
人
病
検
診
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
東
町
四
ノ
六
八

※
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
県
庁
保
健
予
防
課
(

忠

OOtD　
­　
roooc0­

1
1
)

ま
た
は
菊
池
保
健

所
ま
で
︒

こ
の
全
E
g
大
会
は
「
全
国

名
水
百
遥
」　
(

昭
和
六
十
年
へ

環
境
庁
選
定
)

の
あ
る
市
町

村
が
「
全
図
水
環
境
保
全
市

町
村
連
絡
協
議
会
」
を
設
立

し
'

全
国
各
地
の
名
水
百
選

の
市
町
村
で
水
の
大
切
さ
を
訴
え

て
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
︒

本
市
に
は
全
図
名
水
へ
「
菊
池
水

源
」
を
は
じ
め
へ
­
ま
も
と
名
水

の
「
若
木
水
源
」　
「
清
水
川
」

「
木
相
子
水
源
群
」
「
大
滝
」
が
あ

テ
ー
マ　
「
水
」

色　
一
色
(

濃
淡
は
自
由
)

サ
イ
ズ　
官
製
ハ
ガ
キ
大
の
白
用

'­&蝣*蝣'&.川

賞　

特
選
一
点　

五
万
円

入
選　
三
点　
二
万
円

限
り
ま
す
︒

・
版
権
は
︑
市
に
帰
属
し
ま
す
︒

・
作
品
は
'

返
却
し
ま
せ
ん
︒

・
使
用
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
︑

手
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒

全
国
水
環
境
保
全
シ
ン
ポ

紗os)㊦Eg可　
ァ>i　
自

水
環
境
の
保
護
と
水
質
保
全
意

識
の
高
揚
を
目
的
に
'

第
六
回
全

国
水
環
境
保
全
市
町
村
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
九
月
五
'

六
日
の
両
日
へ

菊
池
市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
'

本
大
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募

集
し
ま
す
︒

り
'

県
内
で
も
有
数
の
名
水
の
里
を

を
誇
っ
て
い
ま
す
︒

次
の
要
領
に
よ
り
へ
み
な
さ
ん

の
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ESS
■
応
募
要
領

※
そ
の
他
へ
応
募
者
の
な
か
か
ら

ら
抽
選
で
十
名
の
方
に
'

記
念

品
(

五
千
円
程
度
)

を
差
し
上
げ

ます︒

そ
の
他・

作
品
は
'

未
発
表
の
も
の
に

董
果
期
間

二
月
一
日
⊥
二
月
三
十
一

蝣蝣I

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
︒

応
募
方
法

作
品
の
説
明
と
あ
な
た

の
住
所
へ
氏
名
へ
職
業
へ

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
︑

お
出
し
下
さ
い
︒

発　
表四

月
(

予
定
)

ご
本
人

に
通
知
し
ま
す
︒

送
り
先
と
問
い
合
わ
せ

〒ootr>h­i­ico　
菊池

市
大
字
隈
府
8
8
8　

菊
池

市
役
所
市
長
公
室
企
画
開
発

はよIf'

菊
池
高
校
は
'

明
治
四
十
一
年

に
設
立
さ
れ
た
菊
池
女
学
校
を
前

身
と
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
後
へ
県

立
菊
池
高
等
女
学
校
と
な
り
へ
昭

和
二
十
三
年
四
月
菊
池
高
等
学
校

に
編
成
が
え
'

男
女
共
学
と
な
り

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
︒
こ
の
間

の
歴
史
を
記
録
し
た
「
創
立
8
0
周

年
記
念
誌
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま

す
︒文

教
菊
池
を
う
け
継
ぎ
へ
担
っ

て
今
日
に
至
る
8
0
年
の
あ
ゆ
み
を

編
年
で
記
録
し
た
も
の
で
す
︒

▽
場　
所

菊
池
市
大
埜
寸
二
三
七
～
四

(
国
道
三
二
五
号
線
日
本
生
命

菊
池
支
部
交
差
点
西
隣
)

▽
P
話
番
号　
魯
⑳
I
C
0
­
C
O
C
O

▽FAX番号　
魯⑮KNCOO2IM

菊
池
高
校
創
立

8
0
周
年
記
念
誌

発
刊
中

庁舎移転
­3月5日から­

▽
定　
価　
三
千
円

※
詳
し
­
は
'

菊
池
高
校
(

魯
⑳

Co­t­­io)までお尋ね下さい︒

「
良
い
人
を
'

今
み
て
先
み
て

過
去
を
み
て
」

私
た
ち
の
大
切
な
選
挙
︒
自
由

な
意
思
と
判
断
で
明
る
い
選
挙
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
︒

◎
投
票
時
間

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

◎
投
票
所

あ
な
た
の
投
票
所
は
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
︒

◎
投
票
で
き
る
人

満
二
十
歳
以
上
の
人
で
平
成
元

年
十
1
月
二
日
ま
で
に
本
市
に
転

入
の
届
出
を
し
引
き
続
き
三
カ
月

住
所
を
有
し
て
い
る
人
︒

昭
和
四
十
五
年
二
月
十
九
日
ま

で
の
出
生
者
で
平
成
二
年
二
月
二

日
現
在
本
市
に
住
所
を
有
し
引
き

続
き
三
カ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
︒

◎
不
在
者
投
票

投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
用
務
へ

旅
行
ま
た
は
身
体
の
障
害
な
ど
の

た
め
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
不

第
百
十
六
回
国
会
で
「
公
職
選

挙
法
」
の
l

部
が
改
正
さ
れ
︑
平

成
元
年
十
二
月
十
九
日
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
︒
今
回
の
改
正
の
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
は
'

金
の
か
か
ら
な

公職選挙法が
改正され、政治家の
寄付は罰則をもって

禁止されました

在
老
投
票
が
で
き
ま
す
︒

※
詳
し
­
は
'

市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
︒

い
政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の

確
保
に
資
す
る
た
め
へ
寄
付
の
禁

止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

です︒こ
の
改
正
は
'

二
月
一
日
か
ら

実
施
さ
れ
ま
す
︒

①
救
治
家
(

候
補
者
へ
候
補
者
と

な
ろ
う
と
す
る
者
お
よ
び
現
に

公
職
に
あ
る
者
)

は
'

寄
付
を

す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
︒

②
有
権
者
が
'

威
迫
し
て
あ
る
い

は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄

付
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
︒

③
政
治
家
は
'

年
賀
状
な
ど
の
あ

い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
ま
す
︒

④
政
治
家
や
後
援
会
が
'

有
料
の

あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰

健康教室
講座開講

【菊池郡市医師会】
♭日　時

2月8日㈱午後7時～
♭場　所

菊池郡市医師会館
(北原)

D演　題
腰の痛みについて
­その対策と予防­

D講　師
後藤整形外科医院
院長　後藤昭雄先生

さ
れ
ま
す
︒

⑤
後
援
会
が
'

花
輪
へ
香
典
へ
祝

儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま

す
︒

※
享
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ

ま
す
と
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な

り
ま
す
︒

金のかからない
政治・選挙のた
めに寄付禁止の
ルールを守りま
しょう。

祭りの寄付



子宮ガン・乳ガン検診
▼満30歳以上の女性

実 施 日 受 付 時 間 ^ ^ ^ H ^ ^

2 月 1 日 午 後 1 時 ～ 2 時 菊 之 池 社 会 体 育 館

2 月 2 日 ft 文 化 会 館

2 月 5 日 ノ, 中 央 公 民 館

2 月 6 日 ),/ 文 化 会 館

※詳しくは広報1月合併号P16をごらん下さい。

El(木)省エネルギー月間
(­28日・経済企画庁ほか)

成人病予防週間(～7日・厚生省)
(I:) PTA母親部会研修会

(13:00­　中央公民館)
節分

ET網)市民清掃の日
第6回市婦人ミニバレー大会
(8:30­　菊池勤労者体育センター)

JJ(水)北方領土の日　　　　(総務庁)

取川　建国記念の日
ふるさと食品コンクール

(10:00­　文化会館)
地区公民館振興大会

(9:00­　文化会館)
凪火)小学生の演劇教室

(13:00­　文化会館)
演劇「肥後の石工」

I8:00­　文化会館)
凪劫　平成元年分所得税の確定申告

­3/15­国税庁)
駐日)衆議院議員総選挙の投票日

市青年祭　(13:00­　文化会館)
取火)運転免許更新時講習

(9:30­　文化会館)

取木　高齢者大学(10:00­　文化会館)
田(火)農業委員会

(u:00­　市役所第2庁舎)
このみや踊り

(19:00一　五祥寺春日神社)

※市老人福祉センター　2月は休館
修繕工事のため、 2月いっぱい休みます。

それに伴って、老人健康相談・諸行事は、中
止になりますので、ご注意下さい。

(19)

献　　血
2月20日
午前9時30分～午後3時30分
市役所玄関前
満16歳以上～64歳までの方ご
協力下さい。

東　　涼平ちゃん
(3カ月)

パパ　敏　浩さん位9)
ママ　千恵美さん鐙5)

の二男
(篠倉)

w
¥

■
人
権
・
行

N
¥
2

市 午
皿

政市午

t
社
会
保
険
出

中前相中前張
央10談央10相　21 (
公時(公時談　　社
民i市民1(市午合
館午民館午市役前福

後課　後民所9祉
3課第時協
時、J二i議

庁午会
合後ー

3
時
半

2月の

ll(日)

12(印

★三種混合ワクチン
:詳しくは広報12月1日号
P19をごらんIFさいo
とき:冒:占9日l三ォ1B#3
2Hf3。#禁・
ところ　文化会館

対戦者　′I=.練18­;H­48':hまで.

ボクは、手と足を
ハタハタするのが、
とっても上手.′パパ
・ママいつも「抱っ

こ、抱っこ」してネ
0

区月
生
ま
れ

の
地
区

・
1 
0
月
生
ま
れ

18(日)

25(日)

3/4(日)

­!1 
­粁雛鯛酎2時

■
七
・
八
カ
月
児
健
康
診
査
(
6
・

­̂
s震鮎雰1­

■
三
歳
児
健
康
診
査

◎
◎

■
三
カ
月
児
健
康
診
査
(
1 
0
月
生
ま
れ
)

止むを得ず当番医を変更すること
もありますので在宅医確琵(歯科医
は除く)の場合には℡25­3300テレ
ホンサービスをご利用下さい。

川　口　病　院　　　菊池郡市医師会立病院
(含25­2230)　　　　　含25­2191 )

斎藤産婦人科医院　　　藤　本　医　院
(℡24­1177)　　　　　℡25­2265)

城間外科医院　　　宮　本　医　院
(℡25­2506)　　　　　℡25­2047)

岩根外科医院　　　隈部小児科医院
(℡25­4230)　　　　　℡25­2851)

黒川産婦人科医院　　　赤　星　民　RE
(含25­1071)　　　　　含25­2738)

伊藤歯科医院
(合096­248­5688)

原質歯科医院
(℡25­0202)

中川(徹)歯科医院
(℡096­232­4755)

片岡(逮)歯科医院
(℡096­343­0003)

蝣;'蝣・;m船科医院
(き25­2256)

m
 

m

O
国
際
交
流
嘱
託
員

ジ
ェ
ロ
ニ
モ
の

各
種
教
室
開
設

二
月
十
九
日
㈲
か
ら
へ
半
年
を

め
ど
に
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
の
各
種
教
室

を
開
設
し
ま
す
︒

▽
小
学
生
の
た
め
の
英
会
話
教
室

毎
週
土
曜
日　
午
後
二
時
三
十

分
～
と
三
時
三
十
分
～
の
二
ク

ラ
ス　
月
謝
二
千
円

∇
国
際
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ス

毎
週
火
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

▽
サ
ン
バ
・
デ
ィ
ス
コ
・
タ
ン
ゴ

ク
ラ
ス

毎
週
木
曜
日

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

〔
い
ず
れ
も
市
中
央
公
民
館
で
〕

※
参
加
希
望
の
方
は
'

同
公
民
館

(℡⑮hsoc­n)へ︒

ロ
自
然
に
親
し
む

少
年
の
つ
ど
い

­
厳
冬
に
い
ど
む
­

▽
期　
日　
二
月
十
日
用
­
十
二

日
㈲　
二
泊
三
日

▽
会　
場

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家

▽
参
加
対
象

小
学
校
四
・
五
・
六
年
生
と
中

学
生　
百
六
十
人

▽
経　
費　
三
千
二
百
円

▽
参
加
申
し
込
み　
同
少
年
自
然

の
家
(

℡
⑳
o
o
i
o
t
o
)

へ
直

接
申
し
込
ん
で
下
さ
い
︒

0
昭
和
六
十
三
年
度
建
設

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▽
申
込
用
紙
配
布

二
月
十
三
日
㈹
～
十
六
日
励
ま

で
▽
申
込
受
付
期
間

二
月
十
九
日
㈲
⊥
一
十
三
日
⑧

生き生き
健康⑯

­入浴は全身運動
にもなる­

く絵・保険婦徳永〉

入浴は運動不足の人にはちょ
うどいい全身運動です。お湯
につかることによって血液の
循環も活発になります。入浴
はゆったりとした気分でレク
レーションのつもりで入るの
が最も良いようです。

ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
(

℡
o

_重しtcdI博幸

「わんぱく
スサノオの

Iit*?

大蛇退治」
­デフパペットシアターひとみ劇団­

この劇団は、 9年前に聴覚障害者と健聴者
が協同して結成されたプロの人形劇団です。

また、この劇の特徴は、劇団員の約半数が
聴覚障害者であり、劇の中に　ミ手話ミ　が折り
込んであります。健聴者向けに作ってありま
すので、ミ手話ミ　を知らない人も大丈夫です。
もちろん子どもから大人まで楽しめます。

しかし、この劇団のもうひとつのねらいは、
聴覚障害者と健聴者が共に助け合う場を作り、
障害者福祉の向上を目指すものです。

皆様のご来場をお待ち致しております。
♭期　日　2月24日(土)
♭時　間　午後6時30分開演
♭場　所　市文化会館
♭入場料　大人1,500円

学生1,300円
小人1,000円
親子　2,000円

〔当日はいずれも200円高〕
※詳しくは、宮本(℡⑮4015)までO

【手話サ­クルやまびこ会】

O><」>　
­　
ooOooJ　
­　
U­iLOLOr

まで︒

0
第
二
回
県
民
提
案

県
民
参
加
の
行
政
を
促
進
す
る

と
と
も
に
へ
県
政
の
参
考
と
す
る

た
め
皆
さ
ん
か
ら
提
案
を
募
集
し

ま
W
J

▽
テ
ー
マ　
「
魅
力
あ
る
観
光
県

く
ま
も
と
」
を
め
ざ
し
て

県
で
は
'

九
十
年
代
に
向
け

て
「
観
光
」
を
よ
り
魅
力
的
・

個
性
的
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
︒
「
観
光
」
は
'

さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
波
及
効
果
を
及
ぼ

す
「
総
合
産
業
」
で
す
︒
そ
こ

で
熊
本
県
を
'

日
本
を
代
表
す

る
魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
地
と
す

る
た
め
の
具
体
的
な
提
案
を
募

集
し
ま
す
︒

▽
応
募
資
格　
県
内
に
お
住
ま
い

で
'

次
の
職
に
該
当
し
な
い
方
〇

・
国
ま
た
は
普
通
地
方
公
共
団
体

の
議
会
議
員

・
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

▽
応
募
方
法　
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
(

五
枚
以
内
)

に
記
入
の

う
え
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
︒
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
い
︒

▽
募
集
締
め
切
り　
二
月
十
五
日

ま
で
(

消
印
有
効
)

▽
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ　
〒
八

六
二　
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目

十
八
番
一
号　

熊
本
県
総
務
部

広報課(合oo)50­CO︒OCO

­T­iI­(I­)I­()まで︒

菊 池 広 域 環 境 セ ン タ ー 放 流 水 ( し 尿 処 理 場 )

平 成元 年12月分水貿検査 結果

項 目 結 果 畢 生 省 基 準

B O D (生物 化学的酸 素要 求量 ) 0 .9n四一 30�"以下

S S (浮 遊 物 質) I n 未満 70m以 下

大 腸 菌 群 数 0個 / ml 3,000個/ ml以 下

採取年 月 日平 成元 年12月14日 熊本 県薬 剤師全 医薬品検 査 セ ンター

(18)
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御松噺子御能狂言公演
県立劇場の鈴木健二館長の肝入りで

菊池に南北朝時代から650年近く伝承
されている御松聯子御能と合せて狂言
の鑑賞会を県立劇場で開催することに
なりました。

ぜひ鑑賞して項きますようお知らせ
しま­i­..
♭日　時

4月22日(日)午後2時開演
♭場　所

熊本県立劇場　演劇ホール
♭入場料

一般　700円(当日1、000円)
中学生以下　500円(当日同額)

3歳未満は入場できません。
※問い合わせは、市中央公民館(℡⑮
1 672　へ。

岩
下
の
宮
跡
に
あ
る
い
ち
い
樫
は
'

地
上
三
メ
1
­
ル

位
か
ら
三
股
に
分
か
れ
た
巨
木
で
千
年
近
­
も
生
き
て
い

る
と
推
定
さ
れ
る
︒
上
部
は
数
度
の
台
風
に
よ
っ
て
枯
れ

(20)

か
か
っ
て
い
る
が
'

下
部
は
生
育
旺
盛
で
'

の
こ
ぶ
は
異
様
な
湾
曲
を
し
て
い
る
︒

突
出
し
た
幹岩下のいちい樫

【市指定】

県
立
劇
場
自
主
文
化
事
業

こ
ま
つ
座
「
人
間
合
格
」

す
わ
ら
じ
劇
団

肥
後
の
石
工

同文化協会泉(℡⑳KMÎ
I>­CO)

へ
︒

こ
の
劇
は
'

小
説
家
「
太
宰
治
」

を
モ
デ
ル
に
井
上
ひ
さ
し
が
書
き

下
し
た
新
作
で
'

主
演
の
風
間
杜

夫
ほ
か
六
人
の
役
者
が
'

新
し
い

「
太
宰
像
」
を
作
り
上
げ
ま
す
︒

▽
期　

日　

二
月
二
十
日
㈹

▽
会　

場　

熊
本
県
立
劇
場

▽
入
場
料　

有
料

※
詳
し
く
は
'

同
劇
場
企
画
事
業

課(℡Oolt0­m<OCO­<N]<N]

3
3
)

ま
で
︒

【
市
文
化
協
会
】

皇
居
の
二
重
橋
・
通
潤
橋
そ
し

て
本
市
に
現
存
す
る
文
化
財
の
眼

鏡
橋
が
'

肥
後
の
石
工
た
ち
に
よ

っ
て
へ　
い
か
に
し
て
架
け
ら
れ
た

か
︒
そ
の
身
心
の
苦
闘
を
生
き
生

き
と
措
き
だ
し
た
も
の
で
す
︒

▽
日　
時　
二
月
十
三
日
㈹

午
後
六
時
三
十
分
開
演

▽
場　
所　
市
文
化
会
館

▽
入
場
料　
〔
前
売
り
券
〕

一
般　
　

(
N
O
O
0
円

高
校
生
以
下　

­
0
0
0
円

(
当
汀
券
は
'

各
3
0
0

小学生の演劇教室『青い烏』

円増)※
お
問
い
合
わ
せ
は
'

文
化
会
館
自
主
文
化

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
'

市
内
小
学
校
五
・
六
年

生
を
対
象
に
演
劇
教
室

を
行
い
ま
す
︒
公
演
は

京
都
の
す
わ
ら
じ
劇
団

です︒
▽
と　
き　
2
月
1 
3
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分

開
演

▽
と
こ
ろ

文
化
会
館
大
ホ
­

レー
ノ

▽
入
場
対
象
者

市
内
小
学
校
5
・

6
年
生

▽
入
場
料　

4
0
0
円

甲
ン
ネ
・
グ
ル
ー
プ
き
く
ち
新
春
上
映
会

『
利　
休
』　
『
あ
・
う
ん
』

3月21日

シ
ネ
・
グ
ル
ー
プ
き
く
ち
で
は
'

新
春
上
映
会
と
し
て
昨
年
秋
の
話

題
作
『
利
休
』
三
園
連
太
郎
二
二

田
佳
子
出
演
と
向
田
邦
子
原
作
『

あ
・
う
ん
』
高
倉
健
・
富
司
純
子

・
板
東
英
二
の
出
映
で
上
演
し
ま

す
︒こ

の
上
映
会
は
"

フ
ア
ン
㎰
に

よ
る
鑑
賞
会
づ
く
り
で
す
︒

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

▼
日　
時

3
月
2
1
日
㈱
春
分
の
日

「
あ
・
う
ん
」
1 
2
時
・
1 
6
時
3
0
分

「
利
休
」　
1 
4
時
・
1 
8
時
3
0
分

▼
会　
場

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
(

前
売
り
)

一
般　
　

'
0
0
0
円

高
校
生
以
下　

5
0
0
円

(
当
日
2
0
0
円
増
)

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
'

市

財
政
課
(

舎
内
線
C
M
C
O
^
f
)

野
口

まで︒

▼
九
〇
年
代
が
幕
開
け
へ
テ
レ
ビ
新
聞
等
'

新
年
の
論
調

に
は
'

新
し
い
時
代
の
到
来
と
激
動
の
語
句
が
目
立
つ
︒

ま
た
へ
東
欧
諸
国
な
ど
で
見
る
「
独
裁
か
ら
民
主
化
」

「
対
立
か
ら
対
話
へ
」
「
冷
戦
か
ら
協
調
へ
」
と
大
き
く
転

換
す
る
世
界
情
勢
で
あ
る
︒
我
々
も
地
域
活
性
の
た
め
に

英
知
を
出
し
て
頑
張
ろ
う
で
は
な
い
か
︒

▼
「
歌
は
世
に
連
れ
へ
世
は
歌
に
つ
れ
」
と
言
わ
れ
て
い

る
が
'

確
か
に
時
々
の
世
情
は
詩
や
曲
に
敏
感
に
反
映
し
'

人
の
心
に
鋭
­
共
鳴
す
る
︒
と
­
に
流
行
歌
に
は
庶
民
の

思
い
が
t

よ
り
鮮
明
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
う
︒

▼
先
日
へ
遠
く
に
「
タ
コ
」
が
あ
が
っ
て
い
た
︒
昔
は
ど

ん
な
寒
い
日
で
も
「
タ
コ
上
げ
」　
「
こ
ま
ま
わ
し
」
に
熱

中
し
て
い
た
も
の
だ
が
'

近
年
で
は
珍
し
く
な
っ
た
︒
な

つ
か
し
さ
に
近
寄
っ
て
み
る
と
な
ん
と
病
院
の
屋
上
か
ら

で
あ
っ
た
︒
時
の
流
れ
を
つ
­
づ
­
思
い
知
ら
さ
れ
複
雑

を
思
い
に
か
ら
れ
た
.

▼
寒
い
寒
い
と
い
い
な
が
ら
も
へ
も
う
立
春
/
私
た
ち
も

「
∴
∴
㎣
∵
㎣
㌣
㎣

一
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
︒　

(
広
報
委
員
S
ォ
J
H
)
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